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中
嶋嶺雄氏に
とっ
て
中ソ
対立は、
現
代中国

研
究の
先
駆的名著『現
代
中
国
論』
2
・九六四

年、
青

木書店》
以
来の一
貫した
主
題
で
あ
る．

その
意味で
今回国
際
環
境
議
書ハ中央公論証》

の一
つ
として
曲
さ
れ
た
『中ソ
対立と
現
代』

は、
中崎氏の
中ソ
対立に
対する
評
価の
集大成

と
もい
うべ
き労
作で
ある。

中嶋氏が
本
曹を
通じて
明らか
にしよ
うとし

たこ
とは、
－
官でい
えば、
一
九五
0
年代前
半

のい
わゆる
中ソ一
枚岩の
団
結は、
表面
的には

友好ム
1ド一
色で
あっ
たが、
その
内
実は
空
鹿

なもの
で
あ
り、
そこには
数
多くの
矛
盾、
緊
張

が
内包
されてい
たとい
うこ
とで
ある．
この
よ

うな
立
場か
ら
著者は、
中華人
民共
和
国成立
前

後の
時
期、
朝鮮
戦争の
時
期、
高尚
事件の
時
期

等を
取り
上げ、
い
ずれの
時
期に
おい
て
も、
中

国の
認紙、
行動の
背後にはソ
速に
対する
敵
慌

心が
あ
り、
その
よ
うな
対ソ
意識か
ら
中国は一

貫してアジア
の
諸問題に
対処して
きたと
主
張

し
て
い
る ．
い
い
か
え
れ
ば
著
者
は 、
現
在
進
行
し

つつ
ある
中ソ
対立を
眺めつつ、
遡及
的に一
九

五
0年代前
半に
まで
さかのぼ
り、
その
時
期の

w
中ソ一
枚岩“”
の
神話のベ
lル
を
剥が
そうと

してい
るの
で
ある．

もっ
と
も、
この
よ
うな
立
場は
以
前か
らなか

っ
た
わ
けで
は
ない．
著
者も
言うよ
うに、
一
九

五
0年代に
お
ける
欧
米の
共
産
圏研
究者は
大
方

この
よ
うな
立
場をとっ
てい
たし、
現在で
も
多

くは
ない
に
して
もこの
説をとる
研
究者あるい

はジャ
l
ナ
りストがい
る．
例えば『中ソ
戦
争』

《原題
巧自
国OH
45
8
何
回お曲目防曲目向田nz
sv
の
著
者

で
あるジャ
ー
ナ
リストのハ
リソ
γ・
E・
ソ
l

ル
ズペ
リー
は、
その
代表的人
物とい
えるで
あ

ろ
う．
しか
しこ
の
よ
うな
説は、
従
来主張さ
れ

て
きた
わ
りには
その
本
格的・
突
寵的な
研
究が

ほと
んど
な
されて
きてい
ない
こ
と
も
事実で
あ

る．
その
主たる
原因は、
資料の
不
足に
あっ
た

と
考えら
れる＠
つ
ま
りその
よ
うな
問
題設
定は

行い
えて
も、
それは
資料の
不
足ゆえに
傍
証に

頼る
きわめ
て
説
得力の
乏しい
競
輪に
ならざる

を
えなかっ
たの
で
ある．
中
嶋民は、

本世の
執

鍵理
由の－
っ
と
して
最近未公
開資料が
公開さ

れるよ
うに
なっ
たこ
とを
挙げてい
る．
この
こ

とは、
こ
れまでこの
問
題に
関する
資料がい
か

に
乏しかっ
たか
を
示してい
る．
また、
中ソ
両

国が
現在で
すら一
九五
0
年代の
中ソ一
枚
岩そ

れ
自
体
を
真
正
面
か
ら
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
も 、
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こ
れ
まで
本省の
よ
うな
研究が
本
格的に
行われ

なかっ
たこ
との
理
由で
あるのか
もしれない．

要するに
中
脇氏は、
現
代史の
評
価がほぼ
拙

定された
中ソ一
枚
岩の
時
期に
再びメ
ス
を
入れ

るこ
とによ
り、
その
神
話を
実証的・
分析的に

突き
崩し、
現京進行
する
中．ソ
対立を
中
華人
民

共
和問
成立
砿前か
ら一
貫した
もの
として
把損

しよ
うと
する、
きわめ
て
野心
的・
挑戦的な
視

角を
提示してい
るので
ある。
この
点は、
著者

の
学問的
開拓
梢神の
旺
盛きを
物語る
もので
あ

る．

、，J一一

本
智は、
次の
よ
うな入つ
の
章か
ら
成り立っ

てい
る。

序章
一
章

二
章

三
常

園近刊紹介

中ソ
対立の
構
造と
H地政
学u

アジアの
冷戦と
中ソ
関係

米中関係の
心
理と
宿
命

毛
沢東とスタ
lリγ
ll
中ソ
友好
同

mの
其突と
成

構1l

四
章
朝鮮戦
争と
中ソ
対立

五
章
高
尚事
件と
東
北をめ
ぐる
中ソ
関
係

六
章
中ソ
関係の
緩
和と
破
局

終
草
中ソ
対立の
神
話

しか
し
著者の
問題
意識は、
中ソ一
枚岩の
形

成
過程、
ならびに
中ソ一
枚岩時
期の
中ソ
関係

に
ある．
したがっ
て、
右の
八
章の
うち
第三
章

・
第四
章・
第五
章が
実
質的に
本
書の
中核
部分

と
なっ
てい
る。
しか
も
各
章の
内容
に
つ
い
て

は、
著者自身が
ま
えが
きで
張
倒よ
くまとめ
て

い
る．
したがっ
て、
こ
こ
では
主としてこの
三

つ
の
章を
取り
上げ、
その
論
厨を
検
討してい
き

たい
と
思う。

まず
第三
章で
は、
大別して
次の
三つ
の
問
題

が
扱われてい
る．
第一
は、
一
九四五
年にスタ

1
りン
と
蒋介石との
聞に
結ぼ
れた
中ソ
友好
同

斑条
約に
関する
問
題で
あ
り、
第二
は、
中国共

産
党が
向ソ一
辺
倒政
策を
採るに
至っ
た
背
品川に

つ
い
てで
あり、
第三は、
一
九五
O
年にスタ
ー

リγ
と
毛
沢
東との
問に
結ぼ
れた
中ソ
友好
同
盟

相互
援助条約に
関
する
問題で
ある。

第一
の一
九四五
年の
中ソ
条
約につ
い
て、
著

者は、
この
条
約がソ
連と
勝
介石
政
権との
聞に

結ば
れ、
しか
も
その
内容がソ
速の
多くの
権益

を
容認する
もので
あっ
たこ
とを
指
摘しつ
つ、

こ
うしたソ
連の
措
置に
対して
毛
沢
東がい
かに

強い
不
満を
抱い
てい
たか
を
述べ
てい
る。
また

それとの
関連で
著
者は、
ス
タ
lpγ
がこの
時

期いか
に
中
国共
産
党を
過小d評
価してい
たか
に

つ
い
て
も
分
析してい
る。
第二の
中
国共
産
党が

向ソ一
辺
倒政策を
採るに
至っ
た
背訴として、

若者は
次の
三
点を
指
摘してい
る．
第一
に、
中

国共
産
党はこの
時
期アメ
リカ
に
対して
宥和
的

な
態度をとっ
てい
たが、
こ
れ
以上それを
進め

る
とスター
リン
か
らの
報復を
招くか
もしれな

い
とい
う
懸
念が
あっ
たこ
と、
第二
に、
当時の

中
国共
産
党内には
劉少脊を
中心と
する
対米
宥

和
推進グル
ープ
が
あ
り、
毛
沢
東は
党内の
団
結

と
自らの
指
噂揺を
強固に
するためソ
連との
団

結によ
りその
目的を
達
成しよ
うとしたこ
と、

第三に、
対ソ・
ナショ
ナ
リズム
を
実現
するた

めの
戦
術的配慮が
毛
沢
東に
あっ
たこ
とが
それ

で
ある。
第三の一
九五
O
年の
中ソ
条
約につ
い

て、
著者は、
それが
結ぼ
れる
までのニ
カ
月以

上に
わた
る
毛
沢
東とソ
述側との
折衝を
分析し

つ
つ、
この
条
約をめ
ぐる
中ソ
聞の
お藤の
存在

を
指
摘してい
る．
また
著
者は、
この
直
後に
結

ぼ
れた
中ソ
問のい
くつ
かの
経
済
協力協
定につ

い
て
も、
その
内実は
中国
側にとっ
て
きわめ
て

不
満の
残る
もの
で
あっ
たこ
とを
指
摘
し
て
い

る．以
上が
第三
章の
要約で
あるが、
この
うち
著

者の
中ソ
友好
同盟相互
援助条
約に
関する
分
析

の
中に、
一
つ
問
題
点が
潜んでい
る
よ
うに
思わ

れる．
それは、
著者がこの
条
約の
締結交渉に

内
包された
中ソ
問の
蔦
藤、
と
りわ
け
東北をめ

ぐる
領土問
題、
対
中経
済援助
額問
題を
強調す

る
あ
まり、
この
条
約それ
自
体の
性
格を
軽
視し

てい
るよ
うに
思われるこ
と
で
あ
る．
なぜ
な

ら、
一
九五
O
年に
締
結された
中ソ
条
約の
主た

る
性
格は、
冷戦下にお
ける
安全
保
障上の
配慮
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か
ら
生まれた
イデオロ
ギー
上の
団
結を
目
的と

するとい
う
点に
あっ
た．
したがっ
て、
た
と
え

前
述の
よ
うな
葛藤が
中ソ
聞に
存
在してい
たと

して
も、
それはこの
条約の二
次的側面で
しか

ない
よ
うに
思われるか
らで
ある。

続く
第四
章で
は‘
朝
鮮
戦争へ
の
中
国の
参戦

理
由が
中ソ
対立との
関
連で
論じ
られてい
る。

すなわち
著者は、
朝鮮
戦
争の
勃
発は
中国に
と

っ
て
予
想外のこ
とで
あっ
たが、
それに
もかか

わらず
中国が
容戦したの
は、
この
時
期中ソ
関

係は
険悪で
あ
り、
もし
中国
自
身が
参戦し
な
け

ればソ
連が
機に
乗じて
東北に
進駐しか
ね
ない

とい
う
危倶が
中国
側に
あっ
たか
らで
ある．
と

論じてい
る．
しか
も
著者によ
れば、
この
時
期

東北を
支配してい
たの
は
親ソ
的な
高
尚
で
あ

り、
このこ
とは
党中
央の
参戦
決定を
促進させ

るこ
とに
なっ
た。

とこ
ろでこのよ
うな
著者の
論理
的展開の
中

に、
一
つ
問
題点が
含まれてい
るよ
うに
思われ

る。
それは、
著者が
中国の
参戦理
由としての

対ソ
危供感官、
朝
鮮
戦
争時に
お
けるソ
連の
対

中
援助
額につ
い
ての
中国
側の
不
満か
ら
引き出

してい
るこ
とで
ある．
しか
し、
中国が
参戦時

にソ
速の
対
中援助
額に
大い
に
不
満を
もっ
たと

い
うこ
とは、
参戦以
前に
中国はソ
連に
対して

大量の
援助を
期
待してい
た
とい
う
こ
と
で
あ

る＠
このこ
とは、
中国が
参戦
車前にソ
速に
対

して
不
信で
は
な
くむしろ
期待感を
もっ
てい
た

こ
とに
なる．
その
意味で、
中
崎氏の
見
解は
今

日の
中ソ
対立の
観
点を
あま
りに
も
強くこの
時

期に
噂入して
いるとい
わざる
を
えない．

第五
章で
著者は、
一
九五
0年代前半
中国に

おい
て
起こっ
た
高尚事件を
中ソ
対立の
文
脈の

なかで
位
置づ
けてい
る。
すなわち
著者によ
れ

ば、
当時東北を
地
盤に
活動してい
た
高尚とγ

速とは
きわめ
て
親
密な
関係に
あ
り、
しか
も
高

闘は
党中
央の
怒思を
無
視して
単独で
行動して

い
た．
そこで
中国共
産
党中
央は、．
商闘の
東北

「
独立王
国」
化とソ
述の
東北
支配を
防ぐため

に
商闘を
失
脚させ
た、
とい
うので
ある．
つ
ま

り
東北の
保全、
と
りわ
けソ
速の
その
地
域に
対

する
影
響力を
緩和させ
るこ
とが、
当時の
中国

に
とっ
て
死
活
問
題だっ
たとい
うこ
とに
なる．

こ
うした
高崩
事件の
評
価は、
今日で
も
必ずし

も
定
着してい
る
わ
けでは
ない。
この
事件を
主

として
中国共
産
党内の
政策
論争あるい
は
権力

闘争の
産物として
理
解しよ
うと
する
見
解も
存

在
する。
むしろ、
この
事件の
多面的性
格を
ど

の
よ
うに
総合してい
くか
が
今後の
課
題と
なる

で
あろ
う。
と
りわ
け
中
嶋氏の
場
合には、
ソ
連

は
中国政
府との
同捜
関係を
犠牲にして
まで
東

北に
親ソ
政
権をつ
〈る
必
要が
あっ
たのか、
あ

るい
は
高尚とソ
連の
親
街な関
係が
突
際に
中ソ

対立を
引き
起こ
してい
たのか、
といっ
たよ
う

な
問
題が
将来の
課題として
残るで
あろ
う。

、，J－z
 
，a、

従
来中γ
対立の
起点は、
その
民族
的・
歴
史

的
背景を
別として
中
華人
民共
和国
成立以
後の

脈
絡の
中で
考える
なら
ば、
一
般には一
九五六

年二
月のソ
連共
産
党第二
O回
党大
会
に
お
け

る、
ソ
述のい
わゆる
新路
線とスタ
ーリン
批判

に
ある
とい
われてい
る。
すなわち、
この
時
期

以
降、
中ソ
両共
産
党の
問には、
社会主義へ
の
移

行
方
法、
平和共
存政策
等に
関する
イデオロ
ギ

ー
上の
相違が
潜
在してい
た。
そして
中国は、

大路
巡巡
動に
み
ら
れるよ
うに、
現実に
おい
て

社会主義建践のソ
連モ
デル
か
ら
脱皮を
開始し

たの
で
あっ
た．
イデオロ
ギー
上の
対立は一
九

六
O
年に
は
公然
化し、
六三
年か
らは
公開
論争

に
発展したので
あっ
た。
しか
もこの
論争は、

第三
次
台湾
海峡
危
機、
中印国
境紛
争、
キャγ

プ・
デ1ピッ
ド
会談
等に
対する
両
者の
認識の

相
述、
さらには
両
国の
国
境問題を
通して、
単

なる
イデオ・ロ
ギl
上の
対立か
ら
国
家的利害の

対立に
まで
指悶脱していっ
たので
ある．

こ
れに
対して
中
嶋氏の
基本的立
場は、
中
華

人
民共
和国
成立
前
後の
中ソ一
枚
岩の
時
期に
す

でに
両
国
聞は
緊張
関係に
あ
り、
この
緊張
関係

こ
そが、
その
後に
延長され、
今日の
よ
うな
激し

い
中ソ
対立の
棋源と
なっ
てい
るとい
うこ
とで

zラ2



あっ
た．
いい
か
えれば、
著者は、
中ソ
対立を

一
九四
九
年以
来一
貫して
存在して
きた
もの
と

してと
ら
えてい
る．
しか
しこの
よ
うな
把
握の

仕方は、
中ソ一
枚岩時期の
中ソ
聞の
緊張・
お

藤を、
その
後の
中ソ
対立と
同一
レベ
ル
で
論じ

てい
るとい
う
点で
問
題を
含んでい
るよ
うに
思

われる．
以下この
点につ
い
て
さらに
具体的に

論じるこ
とにしよ
う。

著者は
本部の
なかで、
中ソ
友好
問問
相互
援

助条
約の
締結交渉、
朝
鮮戦
争へ
の
中
閣
の
奉

職、
そして
荷崩
事
件に
際して、
中ソ
悶には
領

土問
題、
と
りわ
け
東
北ハ旧満洲）
をめ
ぐっ
て、

あるい
は
中悶へ
の
経
務援助
額をめ
ぐっ
て
高藤

の
あっ
たこ
とを
強
調してい
る。
この
こ
とは、

著者のい
う
中ソ一
枚
岩時期の
中ソ
対
立
が
領

土、
経
済援助
制をめ
ぐる
国
家的利
害に
関する

問
題で
あっ
た乙
とを
示してい
る。
しか
し、
こ

の
こ
とか
ら
中ソ一
枚
岩の
神話を
突き
崩そうと

する
著
者の
方
法には、
一
九四
0年
代後半か
ら

五
0年代初
顕にか
けての
東西
冷戦とい
う
国
際

政治上の
文脈につ
い
ての
考躍が
欠
如してい
る

よ
うに
忠われる。

すなわち、
中ソ一
枚岩が
形成さ
れ
た
時
期

は、
社
会主義陣営と
資本主義
陣営とい
うこつ

の
イデオロ
ギーの
換なる
体
制が
お
互い
に
鏑を

削る
東西
冷戦の
其っ
蚊
中で
あ
り、
中ソ
の
団結

は
「帝国主
義」
勢
力に
対抗するための
安全保

園近刊紹介

障上の
配慮か
ら
生まれた
社
会主義陣営
内の
団

結、
いいか
えれば
イデオロ
ギー・
体
制上の
団

結の
産
物だっ
たので
ある。
要するに、
著者の

分
析してい
る
東北の
領土問
題、
経
済援助
額を

め
ぐっ
て
実
際に
存在した
蕊藤は
冷戦とい
う
背

品川におい
て
理
解されなくては
ならない、
とい

うの
が
私の
主
張で
ある．

したがっ
て、
中ソ一
枚岩を
支えてい
た
イ
デ

オロ
ギー
上の一
体化が一
九五
六
年に
崩れは
じ

め
るとと
もに、
東西冷戦
構造それ
自体が
緩
和

の
方
向へ
向かい
は
じめ
る．
しか
も
中国の
国
力

が
増
大しは
じめ
ると、
中ソ
閥に
以
前か
ら
潜
在

的に
あっ
た
領土、
経
済援助
額の
問
題、
民族
的

対立が、
イデオロ
ギー
上
P対立と
あい
まっ
て

一
挙に
噴出してくるこ
とに
なっ
たの
で
ある．

したがっ
て、
領土、
経
務援助
額に
関して
中ソ

問に
存在した
蕊
藤は、
中ソ一
枚岩
に
と
っ
て

「
副次的矛
盾」
で
しか
なく、
冷戦こ
そが
「主

要矛
盾」
だっ
たの
で
ある．
その
意味で、
もし

著者が
中ソ一
枚
岩の
神話を
突き
崩そうと
する

ならば、
当時の
中ソ
両国に
とっ
て
領土、
経
済

援助
額問
題が、
冷戦以
上に
死
活問
題で
あっ
た

こ
とを
論
証し
な
ければ
ならない
で
あろう。

きて、
私はこの
書
評の
なかで、
主として
本

書の
第三
章、
第四
章、
第五
章宮
中心に
紹
介し

て
きたが）
こ
れ
以
外に
も
注目すべ
き
章がい
く

つ
か
ある．
例えば、
中ソ
の
対立
構造を四つ
に

分け、
その
それ
ぞれが
抵
庖的に一
体化してい

る
とこ
ろに
中ソ
対立が
ある
と
する
序
章
の
議

論、
あるい
は
新
中国
成立
直
後に、
アメ
リカ
は

中ソ
聞の
亀
裂を
利
用して
中国の
「チト1
化」

を
進め
るべ
きで
あっ
た
と
す
る
第二
章の
議論

は、
きわめ
て
興
味深い．
また、
第二
次台湾
海

峡
危
機を
引き起こ
した
中国
側の
意図を
分
析し

た
第六
章
第三
節の
議
論も
見
逃すこ
とはで
きな

い。
すな
わちそこでは、
中国
側の
窓図が、
従

来
支配的見解で
あっ
た
大躍
進運
動との
関
連に

おい
てで
は
なく、
中ソ
対立との
関
連におい
て

論じ
られてい
るので
ある。

以
上に
おい
て
私は、
本
曹の
内容を
紹
介し、

かつ
本
書の
問題
点を
指
摘して
きた．
私がこ
こ

で
述べ
て
きた
本
衝の
問
題点は、
もとよ
り本
替

の惑
識を
否
定する
ものでは
ない。
なぜ
なら、

本
容の
最大の
窓義は、
中ソ一
枚
岩の
時期に
さ

え、
中ソ
聞には
各
種の
お騰が
存在してい
たこ

とを
分
析的に
証明してい
るこ
とで
あるか
らで

ある．
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